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ＪＡつべつ女性部　フレッシュ・ミズ
冬期研修会開催！

オホーツク網走農協 本所にて

日時：令和７年１月２０日㈪



　１月 29 日津別町農業法人会（羽田野慎也会長）は
ＪＡ会議室にて、法人会より８名、ＮＢＣコンサルタ
ンツ㈱１名、信連本所１名、信連北見支所２名、ＪＡ
職員２名合計 14 名出席のもと、経営者セミナー事前
説明会を開催しました。
　研修内容は、ＮＢＣコンサルタンツ対応メニューに
よる「経営診断」及び「経営セミナー」を実施するに
あたり開催及び参加の判断に対する教示がされました。
各法人の経営力診断調査（決算書分析・簡易社風分析）
に基づき、直近の決算を含めた４期分のデータにより
各法人は、実施向けて興味を示していました。

　六条大麦「はねうまもち」については、令
和元年より当町において、大麦（はねうまもち）
を作付しており、今年で７年目となります。
　令和５年には、津別の第４の新規作物とし
て、今後の輪作体系確立と普通小麦の縞萎縮
病対策並びに作業効率化、天候災害によるリ
スク軽減を目的に『津別町大麦研究会』を設立。
大麦はねうまもちの更なる安定・品質生産の
確立に向けて取組んでいます。
　「はねうまもち」の特色については、きたほ
なみ縞萎縮病対策として、収穫期が７月中旬
であるため、普通小麦と収穫が競合しないこ
とから新作物として輪作体系の確立に有効な
作物と位置付けられています。
　この度、大麦「はねうまもち」の増反に向
けて、津別町大麦研究会（中山和彦会長）は、
生産者 11 名の参加のもとＪＡ木俣職員より、
今後の栽培管理による栽培上の注意点の説明
を受け、再確認致しました。

北農５連サポート事業ＮＢＣコンサルタント経営者セミナー
事前説明会を開催！

津別町大麦研究会
栽培技術説明会を開催！
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　北見工業大学生協において、「ＪＡつべつ」から提供された特別栽培農産物を使い１月 20 日から 24 日に学食に「た
まねぎたっぷり～」シリーズと題して、期間限定メニューを提供頂き、学生に大変好評でした。
　北見工業大学は、2022 年に「ＪＡつべつ」と連携による基本提携を締結し、「農業」と「工業」という異業種間
交流を通じて、町内のスマート農業を実証試験を実施し、各種研究及び教育に取り組んでいます。
　ＪＡつべつからの農産物の提供は、今回で３回目です。減農薬特別栽培の「玉ねぎ 20 キロ箱詰」10 箱・「ジャガ
イモ 10 キロ箱詰」10 箱・「オーガニック牛乳 900ml」10 本を提供しました。
　学食では、初日に「たまねぎたっぷり親子丼」約 200 食が販売されました。又、「たまねぎ丸ごとカレー」は、真
ん中に玉ねぎ１個が載った一皿となっており、限定メニューで大変好評でした。オーガニック牛乳を使った「牛乳プ
リン」は学生に興味を誘っていました。
　食堂内では、両者が共同研究する「土場サンプル採取ロボット」や「除草ロボット」の開発状況をポスターで紹介
し、実際に圃場で実験する動画を放映し関心を引いていました。

特別栽培農産物
北見工大生協の学食に提供！

JAつべつ青年部活動をSNSページにて随時更新中です！
是非ご覧下さい！Facebook、Instagram
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　１月17日津別町農業法人会（羽田野慎也会長）はＪＡ会議室にて、法人８戸14名、北海道農政事務所職員１名、
津別農業委員会1名、㈱ノースエイム1名、北海道農業会議1名、㈱農協観光1名、ＪＡ職員２名合計21名出席のもと、
令和６年度農業法人会研修会を開催しました。
　研修内容は、農業法人における、アルバイト・パート等の雇用管理・人材確保と直近で改正されたことで今後に影
響が及ぶ農業関連法について、理解を深めました。
【研修内容】
　講　師　㈱ノースエイム　代表　宮村昌五　氏
　　　①「農業経営における基本的な雇用管理」アルバイト・パート編
　　　②「繁忙期の短期雇用人材の確保について」
　　　　～特定技能外国人派遣、ワーホリ台湾人材、農福連携など町内＆先進地の実例紹介～
　講　師　㈳北海道農業会議　佐藤匡紀　部長
　　　①「農業関連法改正について」

　１月 16 日ＪＡ役員会議室にて、組合長の諮問に応じ、令和７
年度の理事及び監事の報酬について審議するための役員報酬等審
議会を開催しました。
　石井会長より審議結果の答申書が佐野組合長へ手渡されました。
≪審議委員≫
　会　　　長：石井　博幸
　職務代理者：巴　　敏博
　委　　　員：鹿中　順一・嶋田　治仁・中山　貴行

※矢作芳信氏の退任に伴い、中山貴行氏が今回より新委員とし
て委嘱されました。

令和７年度 営農計画書の査定面談を実施！

令和６年度 津別町農業法人会
雇用管理及び農業関連法改正研修会を開催！

役員報酬等審議会を開催！

　１月 15 日～ 29 日まで述べ 11 日間（１日 10 名～ 11 名対応）、ＪＡ研修室にて令和７年度営農計画書の査定面談
を行いました。営農計画書の樹立に当たっては、過去の実績を振り返ると同時に、数年先の目標を定め、家族（法人
については従業員）と「何が必要で、また何が足りていないのか」を協議しながら確かめ、必要な経営改善策を検討
し、所得向上に方策を図ることとなります。
　査定は、金融共済課１名と営農課３名の合計４名の職員で面談を行いました。
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　１月 20 日、令和６年度ＪＡオホーツク網走女性部フレッシュミズ部会が主催し、冬期研修会がオホーツク網走農
協にて開催され、ＪＡつべつ女性部フレッシュミズとして５名＋子供１名が参加し、クラフト籠作りを行いました。
　この冬期研修会は、ＪＡ女性部フレッシュミズ部員同士の交流を深め、組織活動の充実と発展を図るため、ＪＡオ
ホーツク網走・ＪＡめまんべつ・ＪＡつべつの各女性部フレッシュミズの会員が参加し交流を深めました。
※クラフト籠作り　講師：オホーツク網走農協女性部　松崎 弘子　氏

・・・・・・・・・・・・・・・ 会員募集中 !! ・・・・・・・・・・・・・・・
　フレッシュ・ミズでは、いつでも会員を募集しています。会員のメンバーは、町外から農家に嫁いできた奥様
が多いです。子育ての話や仕事の話、いろいろな話をして楽しく交流しています。興味のある方、体験してみた
い方は、営農課（担当：伊藤）までご連絡下さい。

ＪＡつべつ女性部フレッシュミズ
オホーツク網走農協女性部フレッシュミズ部会

冬期研修会を開催！
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　１月 31 日ＪＡ会議室において、津別町農業振興計画推進委員
会を開催しました。
　推進委員会８名・各生産組織等 25 名・合計 33 名の出席のも
と次年度に向けて第 10 次津別町農業振興計画の初年度検証によ
り、協議を行いました。

【協議内容】
　１）重点政策Ⅰ　農業所得の拡大と持続可能な農業生産の確保
　　①みどりの食料システムと調和のとれた力強い農業の推進
　　②津別町農業総合サポート事業の推進（ＭＲ構想）
　　③デジタル化の事業推進
　　④鳥獣被害防止対策の強化
　２）重点政策Ⅱ　担い手の確保と次世代の多様な価値観に対応

した経営
　　①担い手の育成と確保に向けた取組
　　②魅力ある選ばれるＪＡと次世代の多様な価値観への対応
　３）重点政策Ⅲ　食料・農業・環境に関する地域住民理解の醸

成
　　①農業生産活動を通じた地域住民との調和を目指した関づく

り
　　②地域における生産基盤の安定
　　※主要農産物の生産振興方策（耕種）
　　　小麦・豆類・馬鈴薯・甜菜・玉葱・南瓜・畜産物（肉牛・

生乳）

　１月 22 日ＪＡ役会議室にて、令和６年度と令和７年度の第１
営農組合から第 12 営農組合までの営農組合長 18 名が出席し、
第 20 回営農組合連絡会議総会を開催しました。
　令和６年度事業報告並びに令和７年度事業計画について承認さ
れました。尚、営農組合の再編に伴い、旧営農組合第１・第２が
第１営農組合：第８・第９が第７営農組合にそれぞれ再編される
ことが承認され、第 12 営農組合から第 10 営農組合に再編され
ました。
　又、総会終了後、新営農組合長により令和８年度任期満了伴う
ＪＡ役員改選に向けて、役員推薦委員の選任の今後のスケジュー
ルを確認しました。
　10 営農組合からなる組織代表者が選出されました。
会　長　　石井　博幸（第５営農組合）
副会長　　重倉　広光（第３営農組合）
副会長　　金子　知央（第 10 営農組合）

組合名 令和７年度営農組合長 区　　　　　域
第１営農組合 近藤　弘和 津別町字東岡の区域

津別町字活汲の区域
第２営農組合 金内　　久 津別町字岩富の区域
第３営農組合 副会長 重倉　広光 津別町字東達美、達美、最上の区域
第４営農組合 山辺　一記 津別町字豊永の区域
第５営農組合 会　長 石井　博幸 津別町字美都、上里の区域
第６営農組合 石川　　剛 津別町字高台の区域
第７営農組合 長瀬　信一 津別町字共和の区域

津別町字恩根、栄の区域
第８営農組合 小野塚一郎 津別町字大昭の区域
第９営農組合 柏葉　宏樹 津別町字布川、相生の区域
第10営農組合 副会長 金子　知央 津別町字双葉、沼沢、本岐、木樋、二又の区域

津別町農業振興計画推進委員会を開催！

第２０回 営農組合連絡会議総会 役員決定！

▲左から 重倉広光副会長、石井博幸会長、金子知央副会長
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　１月 22 日にＪＡ会議室にて役員３名の他、会員３名の出席のもと、津別町酪農振興会（中田晃一朗会長）は懇談
会を開催しました。
　例年、２地区に分かれて行っていた懇談会ですが、昨年に引き続き今年度も２地区合同開催と致しました。内容は、
主に令和６年度振興会活動の総括、令和７年度の情勢見込と諸対策について意見交換を行いました。昨年度に続き、
飼料価格の高騰、個体販売価格の低迷と厳し
い酪農情勢となりました。
　また、乳量については、昨年と比較して夏
場の猛暑による影響も少なく、昨年と比較し
て乳量は増加する見込みです。
　次年度も厳しい情勢が続くことが想定され
ますが、安全な生乳生産に向けて、引き続き
点検及び検査、生乳対策を実施していきます。

　２月３日ＪＡ会議室にて組合員 10 名、役場１名、普及セ
ンター１名、ＪＡ６名の合計 18 名出席のもと、津別町種子
馬鈴薯耕作組合（青山秀樹組合長）は第 61 回定期総会を開
催しました。
　令和６年度事業報告として、近年の収穫量は非常に多く
２年連続で 1,000 基を超える結果となり次年度の採種圃面
積の調整と他農協、加工業者への販売を行い、過剰在庫の
対策を行いました。（収穫基数 1,165 基、推定 1,631 ｔ）。
５月下旬の降雨の影響により、播種作業は６月上旬に終了
し、平年より降水量は少なく、高温も続いたことから干ば
つ傾向で生育遅れで推移しました。
　防疫検査については無事全筆合格しており、広域連の選
別作業は 10 月 22 日より開始し３月下旬まで行われます。
現在までの正品歩留は平均 86.3％となっています。組合の
活動としては、視察研修の実施・実測・共同抜取・坪堀等
を実施致しました。
　令和７年度の事業計画として、良質な種子馬鈴薯生産に向け、栽培管理の徹底・栽培技術の確立向上に一層の取組
を進め、より安全かつ安心される良質な種子馬鈴薯作りを目指します。適正な栽培環境整備と病害虫に対する適期防
除の実施により種子馬鈴薯の品質向上等の取組を実施する旨の重点方針が承認されました。
　総会終了後、講師として美幌普及センター河田普及員より、令和 7 年産防除体系について、ＪＡ木俣職員より、「馬
鈴薯に対するアヅミンＺ n 入り化成の効果確認試験」並びに「シルバキュアフロアブルの馬鈴薯に対する影響」に
ついて講習会が開催されました。

酪農振興会懇談会を開催！

種子馬鈴薯耕作組合 第６１回定期総会を開催！

▲JA岡本常務 ▲安部副組合長 ▲青山組合長 ▲町：渡辺課長補佐
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◆降雪に対する防災環境の整備と事前準備を進める。
　「冬季被覆パイプハウス」では、大雪や吹雪により屋根部に積雪した場合に、気温が低いときに降る
乾いた雪は50kg/㎥くらいですが、０℃前後で降る湿った雪では100kg/㎥を超えます。雪でたるんだ
被覆ビニールを、ビニール下から棒やスコップ等で突いても雪は持ち上がらず、ビニールが裂け、雪の
下敷きになったり、ハウスが潰れる恐れがあるので、ハウス外側から雪庇落とし等を使って除雪し、そ
の後ハウス裾の雪をスノーブロアー等で除雪して下さい。

◆たまねぎの播種前準備
　これまでの風雨や降雪により施設各部の損傷・ゆるみ・たるみなどがないか点検し、補修を行ってお
いて下さい。

　①　施設周辺は小まめに除雪して採光性を高め、すき間や破れの修復を行い、ハウス内の気密性を高
め保温・加温効率を上げる。

　②　出入口は、外側から目張りする。開口部は重ね合わせ、夜間の寒風流入を防ぐ。

　③　内張りカーテンは、多層被覆する。被覆資材間は６cm以上を確保し、保温性を高める。

　④　温風暖房機は、サーモセンサーを点検するとともに、ノズル周辺の清掃やバーナーのエアーシャッ
ター（燃焼空気取入口）を調整して燃焼効率を高める。

　⑤　多段式サーモ装置を使用し、作物の生育に合わせて時間帯により設定温度を変えて管理する。特
に夜間は、呼吸消耗を抑制するうえでも生育の最低温度で管理する。

　⑥　育苗に電熱線を使用する場合は、断熱材等を敷いてから設置して保温効果を高めるとともに、サー
モの設定温度にずれがないか確認する。

◆たまねぎ播種後の管理
　雪の重みで被覆ビニールがたるみ、自然落下が困難になったり、吹きだまりや、日当たりの良い南側
の屋根雪だけが落ちるなどで、ハウスのゆがみが発生することがあります。早めに雪庇落とし等を使っ
て雪下ろしを行って下さい。
　大雪警報等が発令された際は直ちに、補強支柱等の臨時の補強材を取り付け、屋根被覆材の表面に雪
の自然落下を妨げるような突出物等がないか、また、ビニール、ハウスバンド等のゆるみの再点検を行
うことが必要です。
　加温設備がある場合は、降雪開始と同時に可能な範囲で設定温度を高め、加えて内張りを開放するな
ど外張りの天張面を温め落雪を促すことが重要です。ただし、たまねぎの適温範囲内での開閉管理とし
て下さい。

◆たまねぎの育苗管理
　播種～伏せ込みまでの管理
　①　育苗用ポット培土はタマネギ育苗専用培土を使用し、使用方法については各メーカーの使用マニュ
アルに従う。

2月中旬～3月中旬までの営農技術について
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　②　下敷きネットの上に苗箱（成型ポット）を並べ、踏み板を使い苗床とポット底部を十分に密着さ
せる。

　③　設置後の最初のかん水は地温確保のため、できるだけ午前中に行う。

　④　育苗ポットを被覆するシルバーポリトウはポットの上の水が引いてから直接かけ、トンネルで二
重被覆にして保温する。

　⑤　温度計をハウス内、トンネル内、ポット内に設置し、目標温度を維持する。

　⑥　「北もみじ2000」「オホーツク222」は、高温（25℃以上）の影響で発芽や生育のばらつきが
発生しやすいので特に温度管理に気を付ける。

　⑦　発芽が80～90％程度、中央部の草丈1～1.5㎝を目安にシルバーを除去する。

　⑧　シルバー除去後かん水を行い発芽を完全に揃える。

◆土壌の融解促進
　昨年の12月22日に降雪はあったものの、5㎝程度で年末に向かい、その時点までの凍結は全町平均し
て28㎝程度で、31日の降雪で積雪量は20㎝に達したものの、その後も降雪は少なく冷え込みが厳しい
中、土壌凍結は35㎝に達しました。このため野良いもが凍結する―3℃に足しているのは地表から
16cm程度と考えられます。堀残しいもは15㎝程度の所に多く存在するため、次年度の野良イモの発生
は少ないと思われます。
　土壌凍結は土壌の砕土性が良くなり、土壌中の窒素の流亡や、野良イモの発生は抑えられますが、春
先の作業が遅れる可能性があります。本年は雪踏みを実施しなかったほ場が多くあると思われますが、
その後の寒気で凍り付いていることから、今後の降雪量次第では、融雪が遅れることが予想されます。
今から融雪剤等の準備を行い。早期（平均気温が-３℃以上になったら、平年では3月14日頃、昨年は3
月10日頃）に融雪剤を散布して、地表面を出して土壌の融解を進めて下さい。特に秋まき小麦や植えつ
けの早い、たまねぎ、春まき小麦、直播てんさいでは今年のでき秋を決める重要な作業となります。
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2月16日 日 町議会選挙投票日 3月 1日 土 閉庁日

17日 月
決算監査（～20日） 2日 日

ＪＡ女性部総会 3日 月 地区懇談会

18日 火 4日 火

19日 水 5日 水 農産合同総会

20日 木 6日 木 監査代替的調査中央会（～８日）

21日 金
企画会議 7日 金 甜菜育苗センター開始～17日迄

津別スマートコンソ会議 8日 土

22日 土 指定休日 9日 日

23日 日 天皇誕生日 10日 月 企画会議

24日 月 振替休日 11日 火

25日 火 12日 水

26日 水
理事会 13日 木 理事会

東野候補巡回 14日 金

27日 木 15日 土

28日 金 年金友の会定期総会 16日 日

22月下旬・月下旬・33月上旬の主な行事月上旬の主な行事

～　退 職 の お 知 ら せ　～～　退 職 の お 知 ら せ　～

　野田明義さんは、昭和 53 年４月に入組し、給油所に配

属され勤務されました。その後、施設課・畜産課を経て、

昭和 56 年より生産資材課を中心に勤務されました。

　平成 26 年に 60 歳で定年後は、再雇用により嘱託職員

として勤務され令和元年からは臨時職員として継続契約

頂き、本日まで勤務されました。

　野田さんと言えば「農機具サービスカー」で町内一円

を修理中心に巡回し、組合員からは、「農機具は野田さん

しかいない！」と言われるほど専門技術を発揮され、神

様的存在でありました。

　又、生産資材業務全般にも精通しており、組合員もさ

ることながら職員にも信頼が厚く、色々な分野で助けら

れた職員でありました。

　46 年９ヵ月と大変長いＪＡマン人生でありましたが、

大変お疲れ様でした。退職後もご健康で尚一層ご活躍さ

れます様、心からお祈り申し上げます。

野田　明義

【経済部　生産資材課　勤務】
退職日：令和６年 12 月 31 日

（契約期間満了）
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